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 シンチレータは入射した放射線を数万の紫外･可視光子に変換して放出する蛍光体であり、医

療やセキュリティを始めとする放射線計測分野で利用されている。中でも高エネルギーの放射線

に対しては高い実効原子番号を有する重元素系材料が好まれている一方、1973 年に発見された

Bi4Ge3O12が現在に至るまで主に利用されており、材料探索が進んでいるとは言い難い。 

 そこで我々は新たな重元素系材料としてハフニウムを主とする酸化物に着目した。ハフニウム

系酸化物は高い実効原子番号を有する一方で、2400度以上の非常に高い融点を有することから単

結晶育成が困難であり、シンチレータとしては粉末の研究でさえわずか数報のみである [1,2]。本

研究では高融点材料の単結晶育成に適した Xe ランプ Floating Zone 炉を用いて酸化ハフニウム単

結晶の合成を行い、その蛍光およびシンチレーション特性を評価した。 

Fig. 1 には無添加および Y 添加 HfO2結晶の写真を示す。無添加サンプルは無色不透明であり、

結晶育成が上手く進行しなかったと考えられる。Y 添加による平均イオン半径の変化により、立

方晶の透明体 HfO2が得られた。Fig.2 には X 線照射時のラジオルミネセンススペクトルを示す。

単結晶サンプルは 500 nm付近ブロードな発光を示し、過去に報告された HfO2の発光スペクトル 

[3] と似た発光波長および形状であるため、酸素欠陥に起因する発光であると考えられる。本研究

ではフォトルミネセンス、残光特性について系統的に評価を行ったので併せて発表を行う。 
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Fig. 1 A photograph of synthesized samples. Fig. 2 X-ray induced scintillation spectra. 
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